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第２４期 第２５回総会

別 海 町 農 業 委 員 会 議 事 録

（令和４年６月２２日）

〇開催日時 令和４年６月２２日（水）

午前１０時００分から午前１２時１０分

〇開催場所 別海町役場 １階 101・102 大会議室

〇議事日程

日程第 １ 報告第１号 農地等あっせん結果の報告について（農業経営基盤

強化促進法）

日程第 ２ 報告第２号 農地法第４条許可書の交付について

日程第 ３ 報告第３号 農地法第５条許可書の交付について

日程第 ４ 報告第４号 農地法第５条の規定による農地転用許可後の事業完

了届について

日程第 ５ 報告第５号 農地法第６条第１項の規定による農地所有適格法人

の定期報告について

日程第 ６ 報告第６号 農地法第６条の２第１項の規定による農地所有適格

法人以外の者の定期報告について

日程第 ７ 議案第１号 農地法第18条の規定による賃貸借の解約について

日程第 ８ 議案第２号 農地中間管理機構による農用地の買入れ協議に係る

要請について

日程第 ９ 議案第３号 農地法第３条第１項の規定による許可申請について

日程第 10 議案第４号 農地法第５条第１項の規定による許可申請について

日程第 11 議案第５号 別海町農用地利用集積計画の決定について

日程第 12 議案第６号 現況証明願いについて

日程第 13 議案第７号 別海推進委員会副委員長の選出について
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〇出席委員（２５名）

会 長 ２７番 小 野 榮 一

会長職務代理者 ２６番 信 夫 重 勝

１番 及 川 哲 夫 ２番 山 崎 茂

４番 市 川 義 晴 ５番 石 毛 剛

６番 藤 田 浩 義 ７番 中 洞 薫

８番 加 藤 真 純 ９番 畠 山 友 子

１０番 大 内 敏 光 １１番 芳 賀 均

１２番 中 村 繁 男 １３番 小 島 敏

１４番 羽 石 健 一 １５番 加 藤 和 広

１６番 内 藤 宏 幸 １７番 阿 部 浩

１８番 藤 井 実 １９番 木 幡 誠

２１番 山 田 良 雄 ２２番 押 田 賢 二

２３番 林 武 雄 ２４番 伊 藤 一 吉

２５番 竹 花 新 吉

〇欠席委員（１名）

２０番 浦 山 宏 一

〇農業委員会事務局出席職員

事 務 局 事務局長 内 山 宏

総 務 担 当 主幹 木 直 人

農地調整担当 主査 山 下 真 弘

農地調整担当 主任 志 渡 正 勝

農地調整担当 主任 川 原 浩 貴

農地調整担当 主事 齊 藤 一 真

〇傍聴人（０名）

〇議事録署名委員

２２番 押 田 賢 二 ２３番 林 武 雄
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次の記録は、農業委員会等に関する法律第２７条の規定により会議の記録を

記載したものである。

令和 年 月 日

署名者

議 長 小 野 榮 一 ㊞

議席２２番 押 田 賢 二 ㊞

議席２３番 林 武 雄 ㊞
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開会 午前１０時００分

◎開会宣言

〇事務局（内山事務局長）

定刻になりましたので小野会長より御挨拶をいただき、総会を始めさせて

いただきます。

〇小野会長

皆さんおはようございます。

（会務報告がある）

本日は報告６件、議案７件ですので、御審議のほどよろしくお願いいたし

ます。

〇議長（小野会長）

それでは、ただいまから第２５回農業委員会総会を開催いたします。

ただいま出席している委員は２５名でございます。

定足数に達していますので、直ちに本日の会議を開催させていただきます。

なお、欠席委員につきましては２０番浦山委員です。

本日の議事日程はお手元に配付のとおりでございます。

始めに議事録署名委員を会議規則第１９条の規定により議長において指名

いたします。２２番押田委員、２３番林委員。以上２名を指名しますので、

よろしくお願いいたします。それでは、議事に入ります。

◎日程第１ 報告第１号

〇議長（小野会長）

日程第１ 報告第１号「農地等あっせん結果の報告について（農業経営基

盤強化促進法）」を議題に供します。

事務局より報告の朗読と内容の説明をお願いします。

〇事務局（志渡主任）

報告第１号、農地等あっせん結果の報告について（農業経営基盤強化促進

法）。次の者から農業経営基盤強化促進法第１５条第１項の規定に基づく利

用権の設定等についてあっせんの申出があり、あっせんを行ったので報告す

る。

本件は全部で１件ございます。農地所有者から所有権の移転に関わるあっ

せん申出があり、周辺地域における農地の保有状況、利用状況、更には将来

性等を踏まえ北海道農業公社の買入れが必要との判断から調整を行いました

が双方の同意が得られず不成立となったものであります。今後の取扱いにつ

いては後の議案第２号で提案し御審議していただく予定です。それでは朗読

させていただきます。

第１号、あっせん候補者、札幌市中央区北５条西６丁目１番地２３、公益

財団法人北海道農業公社 理事長 小田原輝和。あっせん対象地、豊原２６
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－１０外１８筆、計６６万７，５２３㎡。農地の所有者、別海町別海緑町１

０９番地の１８、尾田求。あっせん委員、加藤真純委員外５名。あっせん結

果、不成立。

以上で報告第１号の内容説明を終わります。

〇議長(小野会長)

報告第１号の事務局説明が終わりました。この案件につきましては、不成

立案件ですので事務局説明とさせていただきます。それでは報告第１号につ

きまして質疑を受けたいと思います。何か御質問ございませんか。

〇委員

（「なし」の声あり）

○議長（小野会長）

なしということですので、報告第１号を承認することに御異議ございませ

んか。

〇委員

（「異議なし」の声あり）

○議長（小野会長）

異議なしということですので、報告第１号を原案のとおり承認することに

決定します。

◎日程第２ 報告第２号

〇議長（小野会長）

日程第２ 報告第２号「農地法第４条の許可書の交付について」を議題に

供します。

事務局より報告の朗読と内容の説明をお願いします。

〇事務局（山下主査）

報告第２号、農地法第４条の許可書の交付について。農地法第４条第１項

の規定による許可申請について、農業委員会総会議決後北海道農業会議に意

見聴取した結果、許可相当とする回答があり許可書を交付したので、別海町

農業委員会会長専決規程第３条の規定により報告する。

本件につきましては、令和４年４月２８日開催第２３回総会で御審議いた

だいた案件で申請時における計画どおりですので、詳細については朗読を省

略させていただきます。許可日につきましては、北海道農業会議の意見聴取

日であります５月２５日としております。

以上で報告第２号の内容説明を終わります。

〇議長（小野会長）

はい、報告第２号の事務局説明が終わりました。この案件につきましては

知事許可案件ですので事務局説明のみとさせていただきます。

それでは、報告第２号につきまして質疑を受けたいと思います。何か御質

問ございませんか。
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〇委員

（「なし」の声あり）

○議長（小野会長）

なしということですので、報告第２号を承認することに御異議ございませ

んか。

〇委員

（「異議なし」の声あり）

○議長（小野会長）

異議なしということですので、報告第２号を原案のとおり承認することに

決定します。

◎日程第３ 報告第３号

〇議長（小野会長）

日程第３ 報告第３号「農地法第５条の許可書の交付について」を議題に

供します。事務局より報告の朗読と内容の説明をお願いします。

〇事務局（山下主査）

報告第３号、農地法第５条の許可書の交付について。農地法第５条第１項

の規定による許可申請について、農業委員会総会議決後北海道農業会議に意

見聴取した結果、許可相当とする回答があり許可書を交付したので、別海町

農業委員会会長専決規程第３条の規定により報告する。

本件につきましては、令和４年４月２８日開催の第２３回総会で御審議い

ただいた案件で申請時における計画どおりとなっていますので、詳細につい

ては朗読を省略させていただきます。許可日については、北海道農業会議の

意見聴取日であります５月２５日としております。

以上で報告第３号の内容説明を終わります。

〇議長（小野会長）

はい、報告第３号の事務局説明が終わりました。この案件につきましても

知事許可案件ですので事務局説明のみとさせていただきます。

それでは、報告第３号につきまして質疑を受けたいと思います。何か御質

問ございませんか。

２１番山田委員。

〇２１番 山田委員

契約内容の使用貸借と賃貸借については、賃借料が発生するかしないかの

違いだと思いますが、議案に記載されているものについては、播種などの料

金は含まない土地のみの賃借料についてという認識でよろしいでしょうか。

〇事務局（山下主査）

そのとおりです。

〇議長（小野会長）

そのほか、何かご質問ございませんか。

〇委員
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（「なし」の声あり）

○議長（小野会長）

なしということですので、報告第３号を承認することに御異議ございませ

んか。

〇委員

（「異議なし」の声あり）

○議長（小野会長）

異議なしということですので、報告第３号を原案のとおり承認することに

決定します。

◎日程第４ 報告第４号

〇議長（小野会長）

日程第４ 報告第４号「農地法第５条の規定による農地転用許可後の事業

完了届について」を議題に供します。

事務局より報告の朗読と内容の説明をお願いします。

〇事務局（山下主査）

報告第４号、農地法第５条の規定による農地転用許可後の事業完了届につ

いて。次の者から先に農地法第５条の規定により許可を受けた事業が完了し

た旨の届出があったので報告する。

本件につきましては、令和４年６月１０日に現地調査を行いました。報告

内容につきまして、第１号については、砂計画高２万７８０㎥に対して出来

高２，６００㎥、土計画高１万４，３７８㎥に対して出来高０㎥。第２号に

ついては、砂計画高４，２４１㎥に対して出来高５００㎥。そのほかの事項

につきましては、申請時の計画どおりですので、朗読を省略させていただき

ます。

以上で報告第４号の内容説明を終わります。

〇議長（小野会長）

はい、報告第４号の事務局説明が終わりました。ここで現地調査に当たら

れた委員の説明を求めます。１号及び２号につきまして、１０番大内委員お

願いいたします。

〇１０番 大内委員

はい、６月１０日に畠山委員、押田委員、そして事務局で見てまいりまし

た。１号の佐藤さんですけれども、きれいに整地され播種も行われており、

芽も出始めているとても良い状態だと思って見てまいりました。２号の松田

さんについては、砂を採った後に整地はされており、引き続き砂を採るとい

うことで播種はされておりませんでしたが、問題ないと見てまいりました。

よろしくお願いいたします。

〇議長（小野会長）

報告第４号の委員説明が終わりました。ここで、報告第４号につきまして
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質疑を受けたいと思います。何か御質問ございませんか。

〇委員

（「なし」の声あり）

○議長（小野会長）

なしということですので、報告第４号を承認することに御異議ございませ

んか。

〇委員

（「異議なし」の声あり）

○議長（小野会長）

異議なしということですので、報告第４号を原案のとおり承認することに

決定します。

◎日程第５ 報告第５号

〇議長（小野会長）

日程第５ 報告第５号「農地法第６条第１項の規定による農地所有適格法

人の定期報告について」を議題に供します。

事務局より報告の朗読と内容の説明をお願いいたします。

〇事務局（山下主査）

報告第５号、農地法第６条第１項の規定による農地所有適格法人の定期報

告について。次の者から農地法第６条第１項の規定による農地所有適格法人

報告書の提出があったので報告する。今月は１件の報告がありました。農地

法第２条に基づく事業要件、構成員要件、役員要件の全てを満たしておりま

した。そのほかの法人名、決算期等につきましては記載のとおりですので朗

読を省略させていただきます。以上で報告第５号の内容説明を終わります。

〇議長（小野会長）

報告第５号の事務局説明が終わりました。この案件につきましても法人の

定期報告ですので、事務局説明のみとさせていただきます。それでは報告第

５号につきまして質疑を受けたいと思います。何か御質問ございませんか。

〇委員

（「なし」の声あり）

〇議長（小野会長）

なしということですので、報告第５号を承認することに御異議ございませ

んか。

〇委員

（「異議なし」の声あり）

〇議長（小野会長）

異議なしということですので、報告第５号を原案のとおり承認することに

決定します。

◎日程第６ 報告第６号
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〇議長（小野会長）

日程第６ 報告第６号「農地法第６条の２第１項の規定による農地所有適

格法人以外の者の定期報告について」を議題に供します。

事務局より報告の朗読と内容の説明をお願いいたします。

〇事務局（山下主査）

報告第６号、農地法第６条の２第１項の規定による農地所有適格法人以外

の者の定期報告について。次の者から農地法第６条の２第１項の規定による

農地等の利用状況報告書の提出があったので報告する。今月は２件の報告が

ありました。農地法第３条第１項の許可を受けた農地等の利用状況について、

適正に利用している旨の報告を受けております。また、そのほかの要件につ

きましても要件を満たしております。決算期、受理日につきましては記載の

とおりですので、朗読を省略させていただきます。

以上で報告第６号の内容説明を終わります。

〇議長（小野会長）

報告第６号の事務局説明が終わりました。この案件につきましても法人の

定期報告ですので、事務局説明のみとさせていただきます。それでは報告第

６号につきまして質疑を受けたいと思います。何か御質問ございませんか。

〇委員

（「なし」の声あり）

〇議長（小野会長）

なしということですので、報告第６号を承認することに御異議ございませ

んか。

〇委員

（「異議なし」の声あり）

〇議長（小野会長）

異議なしということですので、報告第６号を原案のとおり承認することに

決定します。

◎日程第７ 議案第１号

〇議長（小野会長）

日程第７ 議案第１号「農地法第１８条の規定による賃貸借の解約につい

て」を議題に供します。

事務局より議案の朗読と内容の説明をお願いいたします。

〇事務局（志渡主任）

議案第１号、農地法第１８条の規定による賃貸借の解約について。次の者

から農地法第１８条第６項に規定により提出された賃貸借の合意解約の通知

について、同条第１項の規定による可否の決定を求める。本件は６件ござい

ます。貸主、借主双方の合意により解約された通知であり、土地の引渡しの

時期６か月以内に合意解約が成立しております。それでは朗読させていただ

きます。
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第１号、貸人、札幌市中央区北五条西６丁目１番地２３、公益財団法人北

海道農業公社 理事長 小田原輝和。借人、別海町別海５１番地の４、伊藤

敏彦。解約する土地、別海１４８－２４外５筆、計２６万５，５８８㎡。利

用権の種類、賃借権。契約期間、平成２９年１２月２５日から令和４年１０

月３１日まで。合意解約成立の日、令和４年６月１日。土地の引渡しの時期、

令和４年６月１日。解約の理由、合意解約。

次号から６号までの利用権の種類、解約の理由ついては同文ですので朗読

を省略させていただきます。

第２号、貸人、別海町上風連１０７番地の２、入江利信。借人、別海町上

風連６３番地の３００、髙桑隼人。解約する土地、上風連１３４－６外１０

筆、計４０万４，１０１㎡。契約期間、令和４年２月１日から令和９年１月

３１日。合意解約成立の日、同上。土地の引渡し時期、同上。

第３号、貸人、別海町西春別１１７番地の１、瀨戸考吉。借人、別海町西

春別１４３番地の１８、佐々木實。解約する土地、西春別１１７－７外２筆、

計１３万１，８０１㎡。契約期間、平成３１年３月２８日から令和６年３月

２７日。合意解約成立の日、同上。土地の引渡しの時期、同上。

第４号、貸人、別海町中西別２１３番地の１６、小倉正弘。借人、別海町

中西別１９７番地の２０、中岡真澄。解約する土地、中西別１８０－４外４

筆、計８万４７８㎡。契約期間、令和３年９月１日から令和１３年８月３１

日。合意解約成立の日、令和４年６月２日。土地の引渡しの時期、令和４年

６月３日。

第５号、貸人、別海町西春別９６番地の４、菅野やえ。借人、別海町西春

別１１３番地の２、株式会社デーリィファーム宮坂 代表取締役 宮坂拓磨。

解約する土地、西春別９６－２８外９筆、計３２万２，４１２㎡。契約期間、

令和２年４月３０日から令和７年４月２９日。合意解約成立の日、同上。土

地の引渡しの時期、同上。

第６号、貸人、別海町大成４６番地の３、石毛一幸。借人、別海町大成７

３番地の１０、有限会社ハイエストファーム 代表取締役 二瓶義則。解約

する土地、大成４７－３外２筆、計３万４，０８２㎡。契約期間、令和２年

１月３１日から令和７年１月３０日。合意解約成立の日、同上。土地の引渡

しの時期、同上。

以上で議案第１号の内容説明を終わります。

〇議長（小野会長）

議案第１号の事務局説明が終わりました。この案件につきましては合意解

約の案件ですので、事務局説明のみとさせていただきます。それでは、議案

第１号につきまして質疑を受けたいと思います。何か御質問ございませんか。

８番加藤真純委員。

〇８番 加藤真純委員

１号について、あと数か月残しての解約となっていますが、名前が変わる

などの再設定になるのですか。もしそうではないこのような解約の場合、北
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海道農業公社の賃料の計算はどのようになっているのですか。

〇事務局（川原主任）

伊藤さんの案件ですが、法人化して伊藤総本家になっておりまして、法人

化した際に北海道農業会議との賃貸名義を直していなかったものを法人名義

に直すものです。また、名義を変えるとかではなく何らかの理由で賃貸を解

約する場合は、新たな引受け相手の方と同じ賃貸料で契約することになりま

す。

○８番 加藤真純委員

わかりました。

〇議長（小野会長）

そのほか、何かご質問ございませんか。

〇委員

（「なし」の声あり）

〇議長（小野会長）

なしということですので、採決に入りたいと思います。否決の方の挙手を

求めます。

〇委員

（挙手なし）

〇議長（小野会長）

挙手なしということですので、議案第１号につきまして原案のとおり許可

することに決定します。

◎日程第８ 議案第２号

〇議長（小野会長）

日程第８ 議案第２号「農地中間管理機構による農用地の買入れ協議に係

る要請について」を議題に供します。事務局より議案の朗読と内容の説明を

お願いいたします。

〇事務局（志渡主任）

議案第２号、農地中間管理機構による農用地の買入れ協議に係る要請につ

いて。次の者から農業経営基盤強化促進法第１５条第１項の規定に基づきあ

っせんを受けたい旨の申出があった農用地の所有権移転について、農地中間

管理機構による買入れが特に必要であると認められることから、同法第１６

条第１項の規定により当会は別海町長に対し同条第２項の規定による通知を

するよう要請する。

本案は１件ございます。先の報告第１号で不成立となった案件の農地所有

者からあっせんの申出があったものであります。それでは御説明させていた

だきます。１あっせんの申出者及び農用地の所在等、あっせんの申出者とあ

っせんの対象地につきましては報告第１号において朗読しておりますので省

略いたします。申出のあった日、令和４年６月８日。２農地中間管理機構を

含めた調整の経過、あっせん会議を開催し利用調整を図りましたが、農用地
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の価格について農地所有者と農地中間管理機構の意向が一致せず調整は不調

に終わったという内容でございます。３当該農用地の利用集積に係る意見、

優良農地等であり、効率的かつ安定的な農業経営を営む者に対する農用地の

利用集積を図るため農地中間管理機構による買入れが特に必要と認められる

といった内容で要請いたします。以上で議案第２号の内容説明を終わります。

〇議長（小野会長）

はい、議案第２号の事務局説明が終わりました。この案件につきましても

買入れ協議の案件ですので事務局説明のみとさせていただきます。

それでは、議案第２号につきまして質疑を受けたいと思います。何か御質

問ございませんか。

〇委員

（「なし」の声あり）

〇議長（小野会長）

なしということですので、採決に入りたいと思います。否決の方の挙手を

求めます。

〇委員

（挙手なし）

〇議長（小野会長）

挙手なしということですので、議案第２号を原案のとおり許可することに

決定します。

◎日程第９ 議案第３号

〇議長（小野会長）

日程第９ 議案第３号「農地法第３条第１項の規定による許可申請につい

て」を議題に供します。

事務局より議案の朗読と内容の説明をお願いいたします。

〇事務局（山下主査）

議案第３号、農地法第３条第１項の規定による許可申請について。次の者

から農地法第３条第１項の規定による許可申請書の提出があったので、許可

の決定を求める。農地法第３条の許可申請につきましては、別添資料の調査

表のとおり農地法第３条第２項の各号に該当していないことを確認していま

すので併せて御参照願います。

第１号、申請人の住所氏名、貸人、別海町上春別１９１番地の４、 田仁。

借人、別海町上春別１９１番地の４、 田尚。許可を受けようとする土地の

表示、上春別１４９－３外３２筆、合計７６万４，３１８㎡。許可を受けよ

うとする理由、貸人は、経営の主体である長男に全地使用貸借するものであ

る。借人は、父より全地使用貸借を受けるものである。貸借期間、令和４年

７月３１日から４０年間。

第２号、申請人の住所氏名、譲渡人、別海町上春別４３番地の２、井戸坂
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伸哉外１０名。譲受人、別海町大成５１番地の１、株式会社西崎牧場 代表

取締役 八田祐輔。許可を受けようとする土地の表示、大成１３－２外１５

筆、合計５５万５４㎡。許可を受けようとする理由、譲渡人は、農地を有効

活用するため譲り渡すものである。譲受人は、経営規模拡大のため譲り受け

るものである。売買価格は３３０万円で、１ヘクタール当たり約６万円です。

第３号、申請人の住所氏名、貸人、別海町上風連１４１番地の１１、早坂

兼治。借人、別海町上風連１４１番地の１１、早坂良太。許可を受けようと

する土地の表示、上風連１３３－３外５６筆、合計１１５万２１２．５５㎡。

許可を受けようとする理由、貸人は、経営の主体である次男に全地使用貸借

するものである。借人は、父より全地使用貸借を受けるものである。貸借期

間、令和４年７月３１日から４０年間。

第４号、申請人の住所氏名、貸人、別海町上風連１０７番地の２、入江利

信。借人、別海町別海緑町９７番地の１、有限会社フアームライフ 代表取

締役 小村直樹。許可を受けようとする土地の表示、上風連１３５－１外５

筆、合計２１万５，７２８㎡。許可を受けようとする理由、貸人は、農地を

有効活用するため賃貸するものである。借人は、経営規模拡大のため賃借を

受けるものである。貸借期間、許可日から令和９年１月３１日。賃貸価格は

３１万２，５００円で、１ヘクタール当たり約１万４，０００円です。

第５号、申請人の住所氏名、貸人、別海町別海緑町９７番地の１、有限会

社フアームライフ 代表取締役 小村直樹。借人、別海町上風連６３番地の

３００、髙桑隼人。許可を受けようとする土地の表示、上風連６３－７、計

１７万１，１５９㎡。許可を受けようとする理由、貸借期間は前号と同文で

す。賃貸価格は２０万円で、１ヘクタール当たり約１万１，０００円です。

第６号、申請人の住所氏名、譲渡人、別海町西春別駅前寿町１１８番地、

小野寺司。譲受人、別海町西春別１７１番地の５、小野寺作治。許可を受け

ようとする土地の表示、西春別１７０－１０外１１筆、合計２６万６０５㎡。

許可を受けようとする理由、譲渡人は、経営の主体である長男に全地贈与す

るため申請するものである。譲受人は、父より全地贈与を受けるため申請す

るものである。

第７号、申請人の住所氏名、譲渡人、別海町西春別１１７番地の１、瀨戸

考吉。譲受人、別海町西春別４０７番地の１６４、有限会社石坂牧場 代表

取締役 石坂巧。許可を受けようとする土地の表示、西春別１１７－７外２

筆、合計１２万６，３３８㎡。許可を受けようとする理由、譲渡人は、農地

を有効活用するため譲り渡すものである。譲受人は、経営規模拡大のため譲

り受けるものである。売買価格は８１９万円で、１ヘクタール当たり約６５

万円です。

以上、議案第３号の内容説明を終わります。

〇議長（小野会長）

議案第３号の事務局説明が終わりました。ここで調査に当たられた委員の

説明を求めたいと思います。１号につきましては７番中洞委員。２号につき
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ましては２６番信夫代理。３号から５号につきましては１３番小島委員。６

号及び７号につきましては１０番大内委員。

２号につきましては加藤和広委員に関する案件ですので、農業委員会等に

関する法律第３１条及び別海町農業委員会会議規則第１４条の規定に基づき

議事参与制限により一時退席を求めます。

（１５番 加藤和広委員 一時退席）

〇議長（小野会長）

２号につきまして２６番信夫代理お願いいたします。

〇２６番 信夫代理

それでは２号の案件について説明いたします。譲渡人の名前が１１名とな

っていますが、この土地は地域の牧野として使われていました。近年は利用

者が減ってしまって、管理が大変ということで牧野のメンバーの中の２名の

方に賃貸をして利用をしてもらっていたのですが、それでもなかなか大変だ

ということでした。今回の譲受人である西崎牧場はもともと牧野のメンバー

でして、育成の預託を行っているところです。西崎牧場との売買契約が結ば

れて、今、土地の利用が再開されるところですので、よろしくお願いいたし

ます。

〇議長（小野会長）

それでは議案第３号の２号につきまして質疑を受けたいと思います。何か

御質問ございませんか。

〇委員

（「なし」の声あり）

〇議長（小野会長）

なしということですので、採決に入りたいと思います。否決の方の挙手を

求めます。

〇委員

（挙手なし）

〇議長（小野会長）

挙手なしということですので、議案第３号の２号につきまして原案のとお

り許可することに決定します。ここで加藤和広委員に対する議事参与制限を

解除します。

（１５番 加藤和広委員 着席）

〇議長（小野会長）

議事を再開いたします。

それでは１号につきまして７番中洞委員説明をお願いいたします。

〇７番 中洞委員

はい、説明いたします。 田さんは親子間で使用貸借をしており、期限到

来による再設定を行うものであります。よろしくお願いいたします。

〇議長（小野会長）

続きまして３号から５号を１３番小島委員お願いいたします。
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〇１３番 小島委員

はい、説明いたします。３号ですけれども、早坂兼治さん、良太さんの親

子間の使用貸借が今回切れるため、４０年の再設定を行うものです。４号及

び５号については、議案第１号で解約されている入江利信さんの土地になり

ます。今回いろいろな話がありましてフアームライフが入江さんの一部の土

地を借りることになりました。また、前回、髙桑隼人さんが借りていた４町

の一部なのですけれども、それもフアームライフが使うこととなりました。

髙桑さん近くにフアームライフの土地がありまして、そこと交換して利用を

したいということの話になり、このような申請になりました。よろしくお願

いいたします。

〇議長（小野会長）

続きまして６号及び７号について、１０番大内委員お願いいたします。

〇１０番 大内委員

はい。６号ですけれども育成を中心として経営されているところでござい

まして、息子さんに全地を贈与するための申請です。７号についてですが、

この瀨戸さんの土地は昨年まで佐々木實さんが利用していました。コントラ

事業と育成の預託をされていたのですけれども営農を中止されまして、その

コントラ事業を石坂さんが引き継がれ、その関係で瀨戸さんの土地も石坂さ

んが利用することになり、３条での売買となりました。以上です。

〇議長（小野会長）

はい、議案第３号の委員説明が終わりました。それでは議案第３号の２号

を除きまして質疑を受けたいと思います。何か御質問ございませんか。

〇委員

（「なし」の声あり）

〇議長（小野会長）

なしということですので、採決に入りたいと思います。否決の方の挙手を

求めます。

〇委員

（挙手なし）

〇議長（小野会長）

挙手なしということですので、議案第３号を原案のとおり許可することに

決定します。

◎日程第１０ 議案第４号

〇議長（小野会長）

日程第１０ 議案第４号「農地法第５条第１項の規定による許可申請につ

いて」を議題に供します。

事務局より議案の朗読と内容の説明をお願いします。

〇事務局（山下主査）

議案第４号、農地法第５条第１項の規定による許可申請について。次の者
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から農地法第５条第１項の規定による許可申請書の提出があったので、許可

の決定を求める。本申請につきましては、立地基準及び一般基準を満たし、

農用地利用集積計画及び農業振興地域整備計画に支障を及ぼすものではあり

ません。それでは議案を朗読させていただきます。

第１号、許可を受けようとする土地の表示及び面積、中春別１３－４外１

筆、６万３，９３４㎡の内９，１７６㎡。契約内容、使用貸借。目的、火山

礫採取。計画内容、火山礫採取量１万１，３７２㎥。転用基準、区分、農用

地。許可理由、農地法施行令第１１条第１項第１号。土地利用計画、農用地。

所有者氏名、別海町中春別１８番地の３８、上田勝。転用者氏名、中標津町

西十条北１０丁目１０番、檜山一夫。

第２号、許可を受けようとする土地の表示及び面積、本別８８－６、３万

９，０６４㎡の内１万８７３㎡。契約内容、賃貸借。目的、砂採取。計画内

容、砂採取量４，１１９㎥。転用基準、区分及び土地利用計画は前号と同じ

です。所有者氏名、別海町本別８９番地の１０、松田富士雄。転用者氏名、

別海町西春別９９番地の３０、金本建設有限会社 代表取締役 金本徹也。

以上で議案第４号の内容説明を終わります。

〇議長（小野会長）

議案第４号の事務局説明が終わりました。ここで現地調査に当たられた委

員の説明を求めます。１号につきましては９番畠山委員、２号につきまして

は１０番大内委員。それでは１号につきまして畠山委員お願いいたします。

〇９番 畠山委員

はい、説明いたします。６月１０日に大内委員と押田委員と事務局で見て

まいりました。本件は、火山礫採取を目的とした新規の転用案件です。場所

は上田勝さんの住宅の裏にある畑で、傾斜や起伏が酷く、今回の火山礫採取

で平らになって使いやすい畑になるのではないかと思います。また、同じよ

うに傾斜や起伏が酷い畑が東に延びていますが、数年かけてそちらも火山礫

採取をして平らにしていく予定とのことです。よろしくお願いします。

〇議長（小野会長）

続きまして２号について大内委員お願いいたします。

〇１０番 大内委員

はい。ここも６月１０日に現地を見てまいりました。場所は西別川に隣接

しているところでありまして、長年に渡り砂の採取をされているところです。

採った後、平らにならされており播種はされていませんでしたが、また引き

続きこの奥を採取する予定とのことで問題ないと見てまいりました。以上で

す。

〇議長（小野会長）

議案第４号の委員説明が終わりました。それでは議案第４号につきまして

質疑を受けたいと思います。何か御質問ございませんか。

〇委員

（「なし」の声あり）
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〇議長（小野会長）

なしということですので、採決に入りたいと思います。否決の方の挙手を

求めます。

〇委員

（挙手なし）

〇議長（小野会長）

挙手なしということですので、議案第４号を原案のとおり許可することに

決定します。

（１０時５０分から１１時００分まで休憩）

◎日程第１１ 議案第５号

〇議長（小野会長）

日程第８ 議案第５号「別海町農用地利用集積計画の決定について」を議

題に供します。

事務局より議案の朗読と内容の説明をお願いいたします。

〇事務局（川原主任）

議案第５号、別海町農用地利用集積計画の決定について。別海町農業経営

基盤強化の促進に関する基本的な構想第５第１項第６号による計画について、

農業経営基盤強化促進法第１８条第１項により決定を求める。

本案は全部で３８件ございます。内訳は所有権の移転が１６件、利用権の

設定が２２件でございます。それでは所有権の移転から朗読させていただき

ます。

第１号、所有権の移転を受ける者、別海町奥行１３番地の１８３、株式会

社齊藤牧場 代表取締役 齊藤 。所有権の移転をする土地、奥行１３－２

０７外６筆、計５０万９１５㎡。所有権の移転をする者、札幌市中央区北五

条西６丁目１番地２３、公益財団法人北海道農業公社 理事長 小田原輝和。

所有権の移転内容、利用目的、牧草畑として利用。所有権の移転時期、令和

４年６月２３日。対価、２，５３７万５，０００円。対価の支払い方法、指

定口座に振込。対価の支払い期限、令和４年９月３０日。引渡しの時期、対

価の支払日。当事者間の法律関係、売買。

次号から第５号までの対価の支払い期限、次号から第７号までの所有権の

移転をする者、利用目的、次号から第８号までの当事者間の法律関係、引渡

しの時期、次号から第１６号までの所有権の移転時期、対価の支払い方法に

ついては同文ですので朗読を省略いたします。

第２号、所有権の移転を受ける者、別海町美原７５番地の４４、株式会社

ラクトファーム 代表取締役 兼松真武。所有権の移転をする土地、美原７

２－１外１筆、計９万１，０８２㎡。所有権の移転内容、対価、４９４万４，

０００円。

第３号、所有権の移転を受ける者、別海町美原６６番地の２４、西川寛樹。

所有権の移転をする土地、美原７２－３外２筆、計２１万５，９９４㎡。所
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有権の移転の内容、対価、１，１７４万８，０００円。

第４号、所有権の移転を受ける者、別海町美原５８番地の２６、山田晃嗣。

所有権の移転をする土地、美原７２－６外５筆、計３２万４，９３１㎡。所

有権の移転の内容、対価、１，８１７万８，０００円。

第５号、所有権の移転を受ける者、別海町中春別１１５番地１７、株式会

社なかしゅんべつ未来牧場 代表取締役 望月 彦。所有権の移転をする土

地、中春別５２－３外１７筆、計９０万７，９１７㎡。所有権の移転内容、

対価、４，０７８万６，０００円。

第６号、所有権の移転を受ける者、別海町西春別１０８番地の４、株式会

社グリーンフィールズ 代表取締役 野々村竜一。所有権の移転をする土地、

西春別８８－５外３筆、計８万５，７２０㎡。所有権の移転内容、対価、３

８２万円。対価の支払い期限、令和４年１０月３０日。

第７号、所有権の移転を受ける者、別海町西春別１３４番地の２５、株式

会社アトリエ 代表取締役 門脇慶一。所有権の移転をする土地、西春別１

０４－５外１筆、計３万９，６４７㎡。所有権の移転内容、対価、２２２万

２，０００円。対価の支払い期限、同上。

第８号、所有権の移転を受ける者、別海町西春別１１３番地の２、株式会

社デーリィファーム宮坂 代表取締役 宮坂拓磨。所有権の移転をする土地、

西春別９７－１外１０筆、計２８万５３２㎡。所有権の移転をする者、別海

町西春別９６番地の４、菅野やえ。所有権の移転内容、利用目的、牧草畑及

び採草放牧地として利用。対価、８１５万円。対価の支払期限、令和４年１

１月３０日。調整委員、大内委員、及川委員。

第９号、所有権の移転を受ける者、別海町泉川１０５番地の１１７、株式

会社高橋牧場 代表取締役 高橋隆夫。所有権の移転をする土地、泉川１０

５－１３７、６９５㎡。所有権の移転をする者、同上。所有権の移転内容、

利用目的、採草放牧地として利用。引渡しの時期、令和４年６月２３日。当

事者間の法律関係、贈与。調整委員、同上。

第１０号、所有権の移転を受ける者、別海町西春別６９番地の２１、株式

会社ぴかる君 代表取締役 松本光。所有権の移転をする土地、西春別６８

－３、４万９，２６５㎡。所有権の移転をする者、別海町西春別４４番地の

２、三瓶留夫。所有権の移転内容、利用目的、牧草畑として利用。対価、３

２３万４，０００円。対価の支払い方法、指定口座に振込。対価の支払い期

限、令和４年１１月３０日。引渡しの時期、対価の支払日。当事者間の法律

関係、売買。調整委員、加藤和広委員、大内委員。

次号から第１６号までの利用目的、対価の支払い方法、対価の支払い期限、

引渡しの時期、当事者間の法律関係については同文ですので朗読を省略いた

します。

第１１号、所有権の移転を受ける者、別海町西春別１３１番地の１８、大

内農場株式会社 代表取締役 大内佑輝。所有権の移転をする土地、大成４

２－４、５万８，４００㎡。所有権の移転をする者、別海町大成６２番地の
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６、保田善 。所有権の移転内容、対価、２８８万８，０００円。調整委員、

加藤和広委員、信夫代理。

第１２号、所有権の移転を受ける者、別海町大成６０番地の４、石毛剛。

所有権の移転をする土地、大成６０－２外１筆、計４万９，３４９㎡。所有

権の移転をする者、同上。所有権の移転内容、対価、３１８万５，０００円。

調整委員、同上。

第１３号、所有権の移転を受ける者、別海町上春別１４番地の１１、苅田

憲幸。所有権の移転をする土地、大成４７－３外２筆、計３万４，０８２㎡。

所有権の移転をする者、別海町大成４６番地の３、石毛一幸。所有権の移転

内容、対価、２１８万１，０００円。調整委員、同上。

第１４号、所有権の移転を受ける者、別海町上春別１７番地の１６、株式

会社加藤牧場 代表取締役 加藤司。所有権の移転をする土地、大成４８－

３外６筆、計９万１，６３１㎡。所有権の移転をする者、別海町大成１４番

地の３、齊藤浩平。所有権の移転内容、対価、５７０万２，０００円。調整

委員、石毛委員、信夫代理。

第１５号、所有権の移転を受ける者、同上。所有権の移転をする土地、大

成４８－３３外１筆、計８，２３８㎡。所有権の移転をする者、別海町大成

１４番地の３、齊藤明。所有権の移転内容、対価、５１万２，０００円。調

整委員、同上。

第１６号、所有権の移転を受ける者、中標津町字上標津７３番地、株式会

社美馬農場 代表取締役 美馬優。所有権の移転をする土地、本別１１－１

外２筆、計１４万７，５６２㎡。所有権の移転をする者、別海町本別３２番

地の１、元木忠之。所有権の移転の内容、対価、９６３万９，０００円。調

整委員、信夫代理、加藤和広委員。

続いて、利用権の設定です。

第１号、利用権の設定を受ける者、別海町別海５１番地の４、株式会社伊

藤総本家 代表取締役 伊藤敏彦。利用権を設定する土地、別海１４８－２

４外５筆、計２６万５，５８８㎡。利用権の設定をする者、札幌市中央区北

五条西６丁目１番地２３、公益財団法人北海道農業公社 理事長 小田原輝

和。設定する利用権、利用権の種類、賃借権。内容、牧草畑として利用。始

期、令和４年６月２３日。終期、令和４年１０月３１日。借賃、年間１５万

３，５２０円。借賃の支払い方法、毎年１２月１０日までに指定口座に振り

込むものとする。当事者間の法律関係、賃貸借。調整委員、山田委員、山崎

委員。

次号から第２２号までの利用権の種類、当事者間の法律関係は同文ですの

で朗読を省略いたします。

第２号、利用権の設定を受ける者、別海町別海４３番地の２、宇居光。利

用権を設定する土地、別海４２－５外５筆、計１６万３，８４３㎡。利用権

の設定をする者、別海町別海川上町２番地の１８、桐島仁。設定する利用権、

内容、牧草畑及び採草放牧地として利用。始期、令和４年７月１日。終期、
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令和９年６月３０日。借賃、年間１８万８，０００円。借賃の支払い方法、

毎年１１月３０日までに指定口座に振り込むものとする。調整委員、同上。

次号から第２２号までの借賃の支払い方法は同文ですので朗読を省略いた

します。

第３号、利用権の設定を受ける者、別海町別海６４番地の３５、桐島広樹。

利用権を設定する土地、別海４３－３外３筆、計１４万６，４５６㎡。利用

権の設定をする者、同上。設定する利用権、内容、同上。始期、同上。終期、

同上。借賃、年間３５万１，０００円。調整委員、同上。

第４号、利用権の設定を受ける者、別海町中西別１９７番地２０、中岡フ

ァーム株式会社 代表取締役 中岡真澄。利用権を設定する土地、中西別１

８０－４外１２筆、計１７万７，２５８㎡。利用権の設定をする者、別海町

中西別２１３番地の１６、小倉正弘。設定する利用権、内容、同上。始期、

令和４年６月２３日。終期、令和１４年６月２２日。借賃、年間２７万８，

０００円。調整委員、林委員、藤田委員。

次号から第２２号までの始期については同文ですので朗読を省略いたしま

す。

第５号、利用権の設定を受ける者、同上。利用権の設定をする土地、中西

別２０４－１８外１筆、計５万６，３６４㎡。利用権の設定をする者、別海

町西春別駅前寿町１１８番地、北嶋信一。設定する利用権、内容、採草放牧

地として利用。終期、令和９年６月２２日。借賃、年間４万４，０００円。

調整委員、林委員、藤井委員。

第６号、利用権の設定を受ける者、別海町中西別１６８番地１、有限会社

たんぽぽ牧場 代表取締役 加藤二三代。利用権を設定する土地、中西別２

１９－８外１３筆、計３６万１，４６７㎡。利用権の設定をする者、同上。

設定する利用権、内容、牧草畑及び採草放牧地として利用。終期、同上。借

賃、年間５７万５，０００円。調整委員、同上。

第７号、利用権の設定を受ける者、別海町上風連６３番地の３００、 桑

隼人。利用権を設定する土地、上風連１３６－１外４筆、計１８万３，８２

８㎡。利用権の設定をする者、別海町上風連１０７番地の２、入江利信。設

定する利用権、内容、同上。終期、令和９年１月３１日。借賃、年間４３万

７，５００円。調整委員、小島委員、押田委員。

第８号、利用権の設定を受ける者、上風連２７４番地の５、安部克寿。利

用権を設定する土地、上風連２８８－１外３筆、計８万３，７６７㎡。利用

権の設定をする者、別海町上風連６３番地の３００、 桑敬冶。設定する利

用権、内容、牧草畑として利用。終期、令和１４年６月２２日。借賃、年間

２０万５，０００円。調整委員、同上。

第９号、利用権の設定を受ける者、別海町中春別２３８番地の５２、本田

剛。利用権を設定する土地、中春別２０５－３外５筆、計１９万９，８０８

㎡。利用権の設定をする者、別海町中春別２３４番地の１８、平林直文。設

定する利用権、内容、同上。終期、令和５年６月２２日。借賃、年間４８万
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２，５００円。調整委員、加藤真純委員、内藤委員。

第１０号、利用権の設定を受ける者、別海町中春別２０８番地の６、清水

信夫。利用権を設定する土地、中春別２３４－１外１３筆、計３５万２，３

５９㎡。利用権の設定をする者、同上。設定する利用権、内容、牧草畑及び

採草放牧地として利用。終期、同上。借賃、年間９９万９，０００円。調整

委員、同上。

第１１号、利用権の設定を受ける者、別海町中春別２５４番地の１７、小

湊均。利用権を設定する土地、中春別２５５－２外１６筆、計２７万６，６

５７㎡。利用権の設定をする者、同上。内容、同上。終期、同上。借賃、年

間３６万７，５００円。調整委員、同上。

第１２号、利用権の設定を受ける者、別海町西春別６９番地の２１、株式

会社ぴかる君 代表取締役 松本光。利用権を設定する土地、西春別７０－

２外１筆、計４万９，０１０㎡。利用権の設定をする者、別海町西春別８４

番地の５、鈴木浩。設定する利用権、内容、牧草畑として利用。終期、令和

１３年６月２２日。借賃、年間１３万８，０００円。調整委員、大内委員、

及川委員。

第１３号、利用権の設定を受ける者、別海町西春別１１３番地の２、株式

会社デーリィファーム宮坂 代表取締役 宮坂拓磨。利用権を設定する土地、

西春別９６－２８外２筆、計１０万２，５２３㎡。利用権の設定をする者、

別海町西春別９６番地の４、菅野やえ。設定する利用権、内容、牧草畑及び

採草放牧地として利用。終期、令和７年４月２９日。借賃、年間１９万３，

５２０円。調整委員、同上。

第１４号、利用権の設定を受ける者、別海町西春別駅前曙町６番地１２６、

株式会社海野 代表取締役 海野敦。利用権を設定する土地、西春別９３－

５外６筆、計１３万３，９０１㎡。利用権の設定をする者、別海町西春別駅

前柏町９番地、水口英夫。設定する利用権、内容、同上。終期、令和９年６

月２２日。借賃、１年目２８万３，０００円、２年目以降３０万１，０００

円。調整委員、同上。

次号から第２０号までの終期については同文ですので朗読を省略します。

第１５号、利用権の設定をする者、別海町泉川４８番地の１、千葉香子。

利用権を設定する土地、西春別２６－１３外５筆、計２５万７，０７７．１

６㎡。利用権の設定をする者、別海町泉川３９番地の３６、今野淳一。設定

する利用権、内容、牧草畑として利用。借賃、年間９１万２，０００円。調

整委員、木幡委員、大内委員。

次号から第１９号までの内容、次号から第２０号までの利用権の設定をす

る者、調整委員については同文ですので朗読を省略します。

第１６号、利用権の設定を受ける者、別海町泉川２２番地の８、東海林守。

利用権を設定する土地、泉川２８－５、４万８，４０４㎡。設定する利用権、

借賃、年間１６万３，４００円。

第１７号、利用権の設定を受ける者、別海町泉川３０番地の２７、Nagomi
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Farm 株式会社 代表取締役 牧野和彦。利用権を設定する土地、泉川３８－

３外２筆、計１５万６，３４９㎡。設定する利用権、借賃、年間４３万２，

３００円。

第１８号、利用権の設定を受ける者、別海町泉川７５番地の２７、株式会

社竹花牧場 代表取締役 竹花新吉。利用権を設定する土地、泉川６８－６

外１筆、計３万６，６１３㎡。設定する利用権、借賃、年間１２万９，２０

０円。

第１９号、利用権の設定を受ける者、別海町泉川８６番地の３４、岩崎友

規。利用権を設定する土地、泉川１０２－１外１筆、計３万７，３６７㎡。

設定する利用権、借賃、年間１２万２，５００円。

第２０号、利用権の設定を受ける者、別海町泉川１０６番地の１、 保貴

宣。利用権を設定する土地、泉川１０２－６外３筆、計７万６，０６４㎡。

設定する利用権、内容、牧草畑及び採草放牧地として利用。借賃、年間１２

万６，０００円。

第２１号、利用権の設定を受ける者、別海町本別６１番地の１３、株式会

社エトス 代表取締役 中垣博志。利用権を設定する土地、本別８３－９外

２７筆、計７９万７，３５２㎡。利用権の設定をする者、別海町本別９０番

地の２、佐藤真。設定する利用権、内容、牧草畑として利用。終期、令和７

年６月２２日。借賃、１年目２４３万５，２００円、２年目以降２４７万２

００円。調整委員、信夫代理、石毛委員。

第２２号、利用権の設定を受ける者、中標津町字上標津３０１番地、株式

会社ブルームーンファーム 代表取締役 永利嘉成。利用権を設定する土地、

本別１０－５外１筆、計１４万６，０４７㎡。利用権の設定をする者、別海

町本別１４番地の９、五月女行雄。設定する利用権、内容、牧草畑及び採草

放牧地として利用。終期、令和９年６月２２日。借賃、年間３９万円。調整

委員、同上。

以上で議案第５号の内容説明を終わります。

〇議長(小野会長)

はい、議案第５号の事務局説明が終わりました。所有権移転の第１号から

第７号につきましては北海道農業公社の買戻案件ですので事務局説明とさせ

ていただきます。それでは調整に当たられた委員の説明を求めたいと思いま

す。所有権移転の８号及び９号につきましては１０番大内委員。１０号につ

きましては２６番信夫代理。１１号から１３号につきましては１５番加藤和

広委員。１４号及び１５号につきましては５番石毛委員。１６号につきまし

ては２６番信夫代理。利用権設定の１号につきましては２番山崎委員。２号

及び３号につきましては２１番山田委員、４号につきましては６番藤田委員。

５号につきましては２３番林委員。６号につきましては１８番藤井委員。７

号及び８号につきましては１３番小島委員。９号から１１号につきましては

８番加藤真純委員。１２号及び１３号につきましては１０番大内委員。１４

号につきましては１番及川委員。１５号から２０号につきましては１９番木
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幡委員。２１号及び２２号につきましては２６番信夫代理。

所有権移転の５号につきましては中春別農協の案件になりますので、伊藤

委員については農業委員会等に関する法律第３１条及び別海町農業委員会会

議規則第１４条の規定に基づき議事参与制限により一時退席を求めます。

（２４番 伊藤委員 一時退席）

〇議長（小野会長）

それでは議案第５号の所有権の移転の５号につきまして質疑を受けたいと

思います。何か御質問ございませんか。

〇委員

（「なし」の声あり）

〇議長（小野会長）

なしということですので、採決に入りたいと思います。否決の方の挙手を

求めます。

〇委員

（挙手なし）

〇議長（小野会長）

挙手なしということですので、議案第５号の所有権の移転の５号につきま

して原案のとおり許可することに決定します。ここで伊藤委員に対する議事

参与制限を解除します。

（２４番 伊藤委員 着席）

〇議長（小野会長）

議事を再開いたします。

所有権の移転の１１号につきましては大内委員に関する案件ですので、農

業委員会等に関する法律第３１条及び別海町農業委員会会議規則第１４条の

規定に基づき議事参与制限により一時退席を求めます。

（１０番 大内委員 一時退席）

〇議長（小野会長）

それでは、利用権の設定の１１号につきまして１５番加藤和広委員お願い

いたします。

〇１５番 加藤和広委員

はい、説明いたします。この畑は１０年間賃貸していたところなのですけ

ど、今回売りたいということで隣接している大内農場が取得することになり

ましたのでよろしくお願いいたします。

〇議長（小野会長）

それでは議案第５号の所有権の移転の１１号につきまして質疑を受けたい

と思います。何か御質問ございませんか。

〇委員

（「なし」の声あり）

〇議長（小野会長）

なしということですので、採決に入りたいと思います。否決の方の挙手を
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求めます。

〇委員

（挙手なし）

〇議長（小野会長）

挙手なしということですので、議案第５号の所有権の移転の１１号につき

まして原案のとおり許可することに決定します。ここで大内委員に対する議

事参与制限を解除します。

（１０番 大内委員 着席）

〇議長（小野会長）

議事を再開いたします。

所有権の移転の１２号につきましては石毛委員に関する案件ですので、農

業委員会等に関する法律第３１条及び別海町農業委員会会議規則第１４条の

規定に基づき議事参与制限により一時退席を求めます。

（５番 石毛委員 一時退席）

〇議長（小野会長）

それでは、所有権の移転の１２号につきまして１５番加藤和広委員お願い

いたします。

〇１５番 加藤和広委員

はい、説明いたします。保田さんの畑ですけれどここも同じく１０年間賃

貸していたのですが、売りたいということでずっと借りていた石毛さんがそ

のまま取得することになりましたのでよろしくお願いいたします。

〇議長（小野会長）

それでは議案第５号の所有権の移転の１２号につきまして質疑を受けたい

と思います。何か御質問ございませんか。

〇委員

（「なし」の声あり）

〇議長（小野会長）

なしということですので、採決に入りたいと思います。否決の方の挙手を

求めます。

〇委員

（挙手なし）

〇議長（小野会長）

挙手なしということですので、議案第５号の所有権の移転の１２号につき

まして原案のとおり許可することに決定します。ここで石毛委員に対する議

事参与制限を解除します。

（５番 石毛委員 着席）

〇議長（小野会長）

議事を再開いたします。

所有権の移転の１４号及び１５号につきましては加藤和広委員に関する案

件ですので、農業委員会等に関する法律第３１条及び別海町農業委員会会議
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規則第１４条の規定に基づき議事参与制限により一時退席を求めます。

（１５番 加藤和広委員 一時退席）

〇議長（小野会長）

それでは、所有権の移転の１４号及び１５号につきまして５番石毛委員お

願いいたします。

〇５番 石毛委員

はい、説明いたします。大成地区の菊地友徳さんがこの春に休農されたこ

とに伴いまして、その農地の大半を齊藤浩平さんが取得するという方向で決

定しております。それに伴いまして、齊藤さんは離れた土地を多数持ってお

りまして、少し手放したいという話を受けました。それで齊藤さんの畑に隣

接しております加藤牧場さんが離れ地を取得するものです。齊藤明さんとい

うのは齊藤浩平さんの親で、そちらの畑も加藤牧場さんに取得してもらうと

いうことで決まりました。よろしくお願いします。

〇議長（小野会長）

それでは議案第５号の所有権の移転の１４号及び１５号につきまして質疑

を受けたいと思います。何か御質問ございませんか。

〇委員

（「なし」の声あり）

〇議長（小野会長）

なしということですので、採決に入りたいと思います。否決の方の挙手を

求めます。

〇委員

（挙手なし）

〇議長（小野会長）

挙手なしということですので、議案第５号の所有権の移転の１４号及び１

５号につきまして原案のとおり許可することに決定します。ここで加藤和広

委員に対する議事参与制限を解除します。

（１５番 加藤和広委員 着席）

〇議長（小野会長）

議事を再開いたします。

利用権の設定の１８号につきましては竹花委員に関する案件ですので、農

業委員会等に関する法律第３１条及び別海町農業委員会会議規則第１４条の

規定に基づき議事参与制限により一時退席を求めます。

（２５番 竹花委員 一時退席）

〇議長（小野会長）

それでは、利用権の設定の１８号につきまして１９番木幡委員お願いいた

します。

〇１９番 木幡委員

説明いたします。今野淳一さんが休農するということで竹花さんに賃貸す

る案件になりますのでよろしくお願いします。
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〇議長（小野会長）

それでは議案第５号の利用権の設定の１８号につきまして質疑を受けたい

と思います。何か御質問ございませんか。

〇委員

（「なし」の声あり）

〇議長（小野会長）

なしということですので、採決に入りたいと思います。否決の方の挙手を

求めます。

〇委員

（挙手なし）

〇議長（小野会長）

挙手なしということですので、議案第５号の利用権の設定の１８号につき

まして原案のとおり許可することに決定します。ここで竹花委員に対する議

事参与制限を解除します。

（２５番 竹花委員 着席）

〇議長（小野会長）

議事を再開いたします。

それでは、所有権の移転の８号及び９号につきまして１０番大内委員お願

いいたします。

〇１０番 大内委員

はい、説明いたします。第８号については、これは議案第１号で解約され

た土地の一部分であります。宮坂さんは長年に渡り菅野さんの土地を賃貸で

使われていたのですけれども、今回この土地を菅野さんが売るということに

なりましたのでよろしくお願いします。

９号についてですが、これは８号とは別の畑でして、道路を挟んで菅野や

えさんと高橋牧場さんの土地が向かい合っているのですけれども、カーブの

ところで道路の改良工事の際に菅野さんの土地の一部が高橋さん側に菅野さ

んの畑と分かれる形で残っております。そこを贈与するということになりま

したのでよろしくお願いします。

〇議長（小野会長）

続きまして、所有権の移転の１０号及び１３号につきまして１５番加藤和

広委員お願いいたします。

〇１５番 加藤和広委員

はい、説明いたします。１０号の三瓶さんですが、一人で御実家近くで搾

乳していましたが体調を考えて今回規模縮小するために飛び地を出したいと

いうことで、隣接している松本さんが取得することになりましたのでよろし

くお願いします。

１３号ですが、石毛一幸さんはハイエストファームの構成員でこれまでハ

イエストファームが借りていたのですが、ハイエストファームが隣接地を増

産することになったので飛び地である石毛さんの畑を出すということで苅田
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さんが取得することになりました。よろしくお願いします。

〇議長（小野会長）

続きまして、１６号につきまして２６番信夫代理お願いいたします。

〇２６番 信夫代理

説明いたします。元木さんは搾乳に変更して続けられているのですけれど

も、土地と施設のバランスを取るため、一部売却したいということで調整に

当たりました。美馬さんは中標津の牧場ですが、土地的には元木さんの畑と

隣接しておりまして、地域内で調整したところ、地域内では取り手が見つか

らなかったので美馬さんに取得してもらうことになりました。よろしくお願

いします。

〇議長（小野会長）

続きまして、利用権の設定の１号につきまして２番山崎委員お願いいたし

ます。

〇２番 山崎委員

はい。議案第１号と関連しております。手続き上の整理に伴う利用権の設

定になります。よろしくお願いします。

〇議長（小野会長）

続きまして、２号及び３号につきまして２１番山田委員お願いいたします。

〇２１番 山田委員

説明いたします。桐島仁さんは４０年前から桐島博さんと西條甚一郎に賃

貸しています。宇居光さんは昨年より西條さんの経営を継承しています。桐

島仁さんには母親が存命中は土地を売却しないとの兄弟間での約束があり、

今回も前回と同様の内容でさらに個人間の賃貸となりますが、１０日ほど前

にその母親が亡くなりました。落ち着いた頃に売却となりますがよろしくお

願いします。

〇議長（小野会長）

続きまして、４号につきまして６番藤田委員お願いいたします。

〇６番 藤田委員

はい。４号の中岡ファームさんと小倉さんの賃貸についてですが、先程解

約になりました土地も含めて中岡さんの法人化による再設定になりますので

よろしくお願いします。

〇議長（小野会長）

続きまして、先に６号につきまして１８番藤井委員お願いいたします。

〇１８番 藤井委員

ご説明いたします。北嶋信一さんはもう何十年も前から営農しておらず、

それをたんぽぽ牧場さんが２０年以上前から借りて使っていたのですけれど

も、今回、最初は売却したいという話があって土地の評価もしたのですが、

途中から変わりまして賃貸でお願いしたいということになりました。それで

売却の話のときに隣接していたということで中岡さんの名前も出たわけです。

たんぽぽ牧場さんはそのまま今までどおり賃貸で畑を使うということになり
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ました。以上です。

〇議長（小野会長）

続きまして、５号につきまして２３番林委員お願いいたします。

〇２３番 林委員

はい。当初売買するということで農業委員で調整に動きまして、中岡さん

がその隣接地に畑をもっておりましたので、中岡さんが使っていただけると

いうことになり、その後売買ではなく賃貸でお願いしたいという話になって

賃貸することになりました。

〇議長（小野会長）

続きまして、７号及び８号につきまして１３番小島委員お願いいたします。

〇１３番 小島委員

はい、説明いたします。７号なのですが、先程議案第１号で一度解約した

土地の一部を 桑隼人さんが５年間借りるという内容です。

８号についてですが、隼人くんのお父さんの名義の土地が安部克寿さんの

土地の近くにあるということで、お父さんの年金の関係もありまして、隣接

している山口さん、岩松さんに確認したところ、今のところ利用する計画は

ないということで、１０年で安部克寿さんが借りる内容です。よろしくお願

いします。

〇議長（小野会長）

続きまして、９号から１１号につきまして８番加藤真純委員お願いいたし

ます。

〇８番 加藤真純委員

はい、説明いたします。元農業委員である平林直文さんがこの度搾乳を中

止されたことによりまして、近隣の本田さん、清水さん、小湊さんに賃貸す

る運びとなったものであります。また、来年、農地売買等事業に乗りまして、

その後この３名が取得する予定になっております。よろしくお願いします。

〇議長（小野会長）

続きまして、１２号及び１３号につきまして１０番大内委員お願いいたし

ます。

〇１０番 大内委員

１２号ですけれども、松本さんと鈴木さん大体同じような面積をお互い自

分の近い方に交換するということをいたしまして、所有権の登記が完了しま

したので、鈴木さん名義になった土地をぴかる君がまた賃貸するという案件

であります。

１３号ですけれども、これは議案第１号で解約した土地、そして先程宮坂

さんが菅野さんから買った土地の余りの部分をまた賃貸するということにな

りましたのでよろしくお願いします。

〇議長（小野会長）

続きまして、１４号につきまして１番及川委員お願いいたします。

〇１番 及川委員
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はい、説明します。海野さんは水口さんの隣接地は持っていないのですけ

れども、今回、水口さんのほぼ全地を借りていただくことになりました。隣

接地を持っている農家との調整もついております。１年目と２年目の借賃の

金額が違うのですけど、草がないところがありまして、それで１年目は減ら

して、海野さんがそこに種をまくと言っていますのでこのように借賃に違い

が出ております。よろしくお願いします。

〇議長（小野会長）

続きまして、１５号から１７号、１９号及び２０号を１９番木幡委員お願

いいたします。

〇１９番 木幡委員

説明いたします。先程、１８号で説明したとおり、今野さんの休農に伴い

まして近隣の５件に賃貸する案件ですので、よろしくお願いします。

〇議長（小野会長）

続きまして、２１号及び２２号につきまして２６番信夫代理お願いいたし

ます。

〇２６番 信夫代理

２１号の佐藤真さんの案件ですが、佐藤真さんは昨年搾乳中止いたしまし

て、今回エトスの方に賃貸していただくという案件です。エトスの構成員の

方々に佐藤さんと隣接している方々も多く、これだけの面積を活用していて

いただけるとなるとエトスかなということで調整しました。また、１年目と

２年目の賃料の違いですけれども、デントコーンの後だった畑で去年の秋に

佐藤さんの方で播種したのですが、約１町分裸地になっていまして、その裸

地の処理をエトスの方で種まきを今年の春にしたということも含めて本年度

については差をつけて調整しました。

次に２２号の五月女行雄さんですが、五月女さんはこの春に搾乳を中止い

たしました。五月女さんの場所も本別としては端っこの位置にありまして、

近隣の方に地区内で調整したのですが利用の予定はないということから、隣

の地区になります上標津地区にある近隣のブルームーンファームさんの方で

賃借してくれるということで調整いたしました。また、ブルームーンファー

ムさんからは、できれば将来取得したいという意向も聞いております。以上

です、よろしくお願いします。

〇議長（小野会長）

議案第５号の委員説明が終わりました。それでは、議案第５号の議事参与

制限以外の案件につきまして質疑を受けたいと思います。何か御質問ござい

ませんか。

〇委員

（「なし」の声あり）

〇議長（小野会長）

なしということですので、採決に入ります。否決の方の挙手を求めます。

〇委員
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（挙手なし）

〇議長（会長）

挙手なしということですので、議案第５号を原案のとおり許可することに

決定します。

◎日程第１２ 議案第６号

〇議長（小野会長）

日程第１２ 議案第６号「現況証明願いについて」を議題に供します。

事務局より議案の朗読と内容の説明をお願いいたします。

〇事務局（山下主査）

議案第６号 現況証明願いについて。次の者から現況証明願いが提出された

ので、北海道農地法関係事務処理要領第９の４の規定により証明する。

今月は４件の提出がありました。それでは朗読させていただきます。

第１号、所在、中春別２７９－２外６筆、面積１４万２，５８７㎡。利用

状況、雑種地。所有者、釧路市美原２丁目４０番７号、尾張千代子。

第２号、所在、別海２４３－１、面積４９０．３３㎡。利用状況、雑種地。

所有者、別海町別海２４３番地の１８、鈴木澄男。

第３号、所在、奥行１３－１２外８筆、面積３万７，３１０．２７㎡。利

用状況、雑種地。所有者、別海町奥行１３番地の１８３、齊藤主夫。

第４号、所在、奥行１３－６４、面積１，６５３㎡。利用状況、雑種地。

所有者、別海町奥行１３番地の１８３、株式会社齊藤牧場 代表取締役 齊

藤 。

以上で議案第６号の内容説明を終わります。

〇議長（小野会長）

はい、議案第６号の事務局説明が終わりました。ここで現地調査に当たら

れた委員の説明を求めたいと思います。１号につきましては１６番内藤委員、

２号から４号につきましては２２番押田委員。

それでは、１号につきまして１６番内藤委員お願いいたします。

〇１６番 内藤委員

はい、説明いたします。尾張千代子さんの畑ですが、約１５町の畑があり

ますが、既に他界している両親が営農していた頃から４０年近く経過する土

地で、地目も変更したいと申し出があり、５月１２日に中春別班全員で現地

を見てまいりました。４０年も手を加えていないのであちこちに木々が生い

茂っていまして、まさに原野として確認してきました。よろしくお願いしま

す。

〇議長（小野会長）

続きまして、２号から４号を押田委員お願いします。

○２２番 押田委員

はい、説明いたします。２号の鈴木澄男さんの土地なのですが、ここは息

子である善博さんが建てた住宅がありまして、その隣に増設という形で家を
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建てるというところの増設する部分に付帯しまして道路から住宅への進入路

に当たる場所になります。問題ないと見てきました。

３号、４号なのですが、この土地はひがし北海道ＴＭＲセンターを建てる

時に、一度地目変更はしているのですが、この度齊藤主夫さんが名義を変更

するということで、今度は公簿地目の変更ということで見てまいりました。

元々ひがし北海道ＴＭＲセンターがありますので問題ないと見てまいりまし

た。よろしくお願いします。

〇議長（小野会長）

はい、ありがとうございました。議案第６号の委員説明が終わりました。

ここで議案第６号につきまして質疑を受けたいと思います何か御質問ござい

ませんか。

〇委員

（「なし」の声あり）

〇議長（小野会長）

なしということですので、採決に入りたいと思います。否決の方の挙手を

求めます。

〇委員

（挙手なし）

〇議長（小野会長）

挙手なしということですので、議案第６号につきまして原案のとおり許可

することに決定します。

◎日程第１３ 議案第７号

〇議長（小野会長）

日程第１３ 議案第７号「別海推進委員会副委員長の選出について」を議

題に供します。

事務局より議案の朗読と内容の説明をお願いいたします。

〇事務局（内山事務局長）

議案第７号、別海推進委員会副委員長の選出について。令和４年５月３１

日付で別海推進委員会副委員長が農業委員会委員を辞任したことに伴い、別

海町農業委員会推進委員会設置要綱第４条第２項の規定により、新たに別海

推進委員会副委員長を互選する。任期については、令和４年６月２２日から

令和５年７月１９日までとなります。

以上で議案第７号の内容説明を終わります。

〇議長（小野会長）

はい、議案第７号の事務局説明が終わりました。この案件については、別

海推進委員会で互選をお願いしたいと思います。

〇２１番 山田委員

はい。副委員長の互選については、前回総会のあと別海推進委員会で話し

合いまして、１３番小島委員に副委員長をお願いすることになりました。よ
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ろしくお願いします。

〇議長（小野会長）

それでは、別海推進委員会の副委員長は１３番小島委員に決定してよろし

いでしょうか。

〇委員

（了承の声あり）

〇議長（会長）

それでは、小島委員に決定しますのでよろしくお願いします。

◎閉会宣言

〇議長（小野会長）

以上で本総会に提出された議案の審議は全て終了しました。

これをもちまして、第２５回総会を閉会します。


